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薬剤給付範囲縮小と
皆保険制度の危機で講演

　

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
根
幹

は
、
在
宅
医
療
で

あ
る
。
最
期
ま
で

在
宅
で
過
ご
す
た

め
に
は
、
数
々
の

要
因
を
ク
リ
ア
す

る
必
要
が
あ
る
。
ど
ん
な
要
因

を
満
た
せ
ば
在
宅
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
▼
日
本
医

師
会
雑
誌
の
昨
年
１２
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
、
以

下
の
９
つ
の
要
因
を
分
析
し
て

い
た
。①
本
人
の
希
望
、②
家
族

等
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
希
望
、
③

経
済
力
、④
本
人
の
判
断
能
力
、

⑤
家
族
の
介
護
力
、
⑥
外
部
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
状
況
、
⑦
本
人

の
病
状
理
解
と
受
容
に
つ
い

て
、
⑧
在
宅
医
と
本
人
の
関
係

性
、
⑨
ヘ
ル
パ
ー
・
訪
問
看
護

師
と
本
人
の
関
係
性
に
つ
い

て
。
訪
問
看
護
師
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
受
け
持
っ
た
２
９
６

名
に
つ
い
て
回
想
法
で
評
価
し

た
結
果
を
多
変
量
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
有
意
差
が
み
ら
れ
た
の
は

①
、
②
、
⑤
で
あ
っ
た
。
①
と
②

の
オ
ッ
ズ
比
を
比
較
す
る
と
②

の
方
が
や
や
高
値
で
あ
っ
た
。

最
期
を
決
め
る
の
は
本
人
よ
り

家
族
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。
日
常
臨
床

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
頷
け
る

結
果
で
あ
っ
た
。ど
う
し
て
も
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
顔
色
を
伺
う

姿
が
浮
か
ん
で
く
る
▼
意
外
な

こ
と
に
家
族
の
介
護
力
が
大
き

い
程
、
在
宅
で
最
期
を
迎
え
ら

れ
な
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
介
護
力

を
量
と
し
て
捉
え
る
と
、
複
数

人
の
家
族
が
い
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
つ
ま
り
家
族
の
意
見

が
ま
と
ま
ら
ず
、
急
変
し
て
救

急
搬
送
と
な
る
の
も
日
常
よ
く

経
験
さ
れ
る
こ
と
だ
。
Ａ
Ｃ
Ｐ

（
人
生
会
議
）が
如
何
に
重
要
か

を
物
語
っ
て
い
る
。

（
Ｙ
Ｓ
）

田中麻衣子
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『月刊／保険診療』に寄稿掲載

特集「皆保険が壊れる」
構想の処方箋で『ゼロの会』を紹介

物
価
高
騰
を
踏
ま
え

初
・
再
診
増
点

協
会
、
パ
ブ
コ
メ
に
意
見
提
出

診
療
報
酬
改
定  

個
別
改
定
項
目
（
短
冊
）

医療政策研究室
だより Vol.7

医療政策研究室
だより Vol.8

ら
れ
、
こ
れ
で
７５
団
体
目
の
賛

同
と
な
る
。

　

政
府
は
現
在
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
へ
の
「
特
別
の
料
金
」
の
追

加
負
担
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の

２
割
・
３
割
負
担
の
対
象
拡
大
、

後
発
品
と
の
差
額
負
担
を
５０
％

に
拡
大
（
長
期
収
載
品
の
選
定

療
養
）
、
高
額
療
養
費
の
月
上

限
負
担
額
の
引
き
上
げ
を
画
策

す
る
等
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
窓
口
負

担
が
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
必
要
な

い
。
そ
の
時
間
を
、
よ
り
よ
い

医
療
保
険
制
度
の
検
討
に
充
て

る
こ
と
も
で
き
る
。
日
本
の
保

療
対
策
部
長
名
で
パ
ブ
コ
メ
を

提
出
。
生
活
習
慣
病
管
理
料

（
Ⅰ
）
、
（
Ⅱ
）
に
関
し
て
、
▽

対
象
３
疾
患
の
管
理
と
は
直
接

関
連
の
な
い
医
学
管
理
等
に
係

る
評
価
（
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質

治
療
管
理
料
等
）
が
包
括
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ

り
、
別
に
算
定
可
能
と
す
る
べ

き
こ
と
、
▽
糖
尿
病
が
主
病
の

場
合
、
在
宅
自
己
注
射
指
導
管

理
料
を
併
せ
て
算
定
で
き
な
い

が
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
糖
尿
病
以

外
の
疾
患
に
対
す
る
自
己
注
射

を
行
う
患
者
に
対
し
て
は
、
併

せ
て
算
定
が
可
能
と
な
る
よ
う

改
め
る
べ
き
こ
と
、
▽
療
養
計

画
書
の
作
成
は
現
場
の
負
担
が

大
き
く
、
様
式
の
簡
素
化
等
、

負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
こ
と
―

等
を
意
見
と
し
て
提
出
し
た
。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
関
連
で

は
、
質
の
高
い
治
療
の
た
め
、

機
能
強
化
加
算
、
地
域
包
括
診

療
加
算
・
地
域
包
括
診
療
料
、

外
来
管
理
加
算
等
の
安
易
な
点

数
の
引
き
下
げ
や
、
統
廃
合
、

算
定
・
届
出
が
困
難
と
な
る
よ

う
な
施
設
基
準
の
変
更
は
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
医
療
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

連
携
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
シ

ス
テ
ム
の
保
守
・
点
検
費
や
維

持
費
等
の
運
用
コ
ス
ト
、
さ
ら

に
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー

ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
係
る

費
用
負
担
等
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
情
報
取
得
加
算
、

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算

の
減
点
・
削
除
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
関
連

で
は
、
煩
雑
な
届
出
書
類
に
よ

り
、
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
（
Ⅰ
）
の
届
出
が
診

療
所
に
お
い
て
は
３８
％
程
度
と

低
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
の
医
療
機
関
が
届
出
可
能
と

な
る
よ
う
、
届
出
書
類
の
大
幅

な
簡
素
化
を
要
望
し
た
。

　

そ
の
他
、
在
医
総
管
の
更
な

る
細
分
化
や
、
長
期
収
載
品
の

選
定
療
養
に
係
る
患
者
負
担
増

等
に
反
対
意
見
を
提
出
し
た
。

歯
科
保
険
診
療
対
策
部

初
・
再
診
料
大
幅
引

上
げ
、
歯
科
用
貴
金

属
緊
急
改
定
を

　

歯
科
は
１９
日
に
原
歯
科
保
険

診
療
対
策
部
長
名
で
パ
ブ
コ
メ

を
提
出
。
主
に
▽
初
・
再
診
料

等
の
基
本
診
療
料
の
大
幅
引
上

げ
、
▽
歯
科
用
貴
金
属
告
示
価

格
の
緊
急
改
定
、
▽
全
て
の
処

置
や
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴
に

使
用
さ
れ
る
麻
酔
手
技
料
・
薬

材
料
を
算
定
可
能
に
す
る
こ
と

―
等
を
求
め
て
い
る
。

　

初
・
再
診
料
等
の
基
本
診
療

料
は
、
全
医
療
従
事
者
が
患
者

に
必
要
な
医
療
を
不
足
な
く
提

供
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
最
も

基
本
的
な
技
術
評
価
で
あ
る
。

保
険
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定

さ
せ
る
十
分
な
原
資
と
な
る
だ

け
の
点
数
設
定
で
あ
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
主
旨
で
大
幅
な
引

き
上
げ
を
求
め
て
い
る
。

　

歯
科
用
貴
金
属
に
つ
い
て

は
、
こ
の
間
、
金
の
急
激
な
価

格
高
騰
に
よ
り
歯
科
用
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
パ
ラ
）
の

実
勢
価
格
は
急
上
昇
。し
か
し
、

告
示
価
格
は
数
カ
月
前
の
素
材

価
格
を
参
照
し
て
随
時
改
定

（
３
カ
月
に
１
回

：

今
年
３
月

随
時
改
定
は
昨
年
１０
～
１２
月
の

素
材
価
格
を
参
照
）
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
上
昇
し
続
け
る

実
勢
価
格
に
告
示
価
格
が
追
い

付
か
な
い
事
態
と
な
る
。
こ
う

し
た
「
原
価
割
れ
」
状
況
を
踏

ま
え
、
歯
科
用
貴
金
属
緊
急
改

定
を
求
め
て
い
る
。

　

歯
科
麻
酔
に
つ
い
て
は
、
歯

科
診
療
に
お
い
て
多
く
を
占
め

る
手
術
・
処
置
や
歯
冠
修
復
・

欠
損
補
綴
の
際
に
は
浸
潤
麻
酔

が
欠
か
せ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
麻
酔
手
技
料
・
使
用
し
た

麻
酔
薬
材
料
が
包
括
さ
れ
て
い

る
（
手
術
の
場
合
は
麻
酔
薬
材

料
の
み
算
定
可
）
問
題
点
を
指

摘
。
そ
れ
ぞ
れ
麻
酔
手
技
料
及

び
麻
酔
薬
材
料
を
算
定
で
き
る

取
扱
い
に
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。

　

中
医
協
は
１
月
２３
日
、
こ
れ
ま
で
の
改
定
議
論
を
ま
と
め
た
「
個
別
改
定
項
目
に

つ
い
て
」（
通
称

：

短
冊
）
を
提
示
し
た
。
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
初
・
再
診
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
、「
物
価
対
応
料
」
が
新
設
。
前
回
改
定
で
新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
に
つ
い
て
は
対
象
職
種
が
拡
大
さ
れ
る
（
詳
細
３
面
）。
こ
れ
に
先
立
ち
、
協

会
は
「
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
い
た
。

保
険
診
療
対
策
部

生
習
の
不
合
理
是

正
等
要
求

　

医
科
は
２０
日
に
宮
澤
保
険
診

　医療政策研究室は11月8日、全日本民医連第46期薬剤部門代表者会議で学習講演を高

橋室長が行った。講演テーマは「医薬品の保険給付範囲の縮小と皆保険制度の融解の

危険性～財源捻出と差額診療の胎動～」。

　OTC類似薬の保険外しや薬剤給付縮小の政策的経過を概括し、長期収載品への選定

療養の活用により、保険給付の部分外しの道具と転嫁した危険性や、薬剤給付縮小へ

向けた財務省の新たな動きと厚労省との攻防、高市政権の姿勢などに触れた。質疑で

は給付率0％の選定療養、高額薬剤など多岐にわたり出された。参加者は146名だった。

　医療政策研究室は『月刊／保険診療』1月号へ「医療費総枠拡大と患者負担解消で体

制強化と医療の質の向上を」と題する論文を寄稿。特集「国

民健康保険が壊れる…～社会保障と医療をどう構想してい

くか～」のPart.3で5人の学識者の論文とともに掲載された。

同誌編集部の依頼による。

　内容は医療費抑制に転じた1980年代以降を概括し、昨今

の保険料引き下げ論の近視眼性と国民の賛意の少なさを指

摘。医療体制や医療の質の向上へ、①医療費総枠拡大と隘

路となる患者負担の解消、ならびに②給付増イコール負担

増の構造へ向き合うことが必須だと触れ、国民理解の形成

を説いたもの。その戦略的運動である「医療費の窓口負担

『ゼロの会』」にも言及し、地道に共感を広げていることも

紹介している。同誌への寄稿掲載は第三弾となる。

和
歌
山
協
会
が
賛
同

和
歌
山
協
会
が
賛
同

「
医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』」

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
全
て
賛
同
へ

　

当
会
が
呼
び
か
け
人
と
な
る

「
医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ

の
会
』
」
（
以
下
、「
ゼ
ロ
の
会
」
）

に
、
和
歌
山
県
保
険
医
協
会
が

２
０
２
５
年
１２
月
２４
日
付
で
団

体
賛
同
し
た
。
「
ゼ
ロ
の
会
」

に
は
各
地
の
保
険
医
協
会
・
医

会
を
は
じ
め
医
師
会
、
患
者
団

体
等
か
ら
も
広
く
賛
同
が
寄
せ

険
制
度
は
、
医
療
そ
の
も
の
を

給
付
す
る
「
現
物
給
付
」
を
う

た
っ
て
お
り
、
窓
口
負
担
の
概

念
は
存
在
し
な
い
。
予
め
保
険

料
を
負
担
し
、
病
気
の
際
に
は

医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
で
あ

っ
て
、
本
来
そ
こ
に
窓
口
負
担

と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
な
い
。

　

こ
の
度
、
和
歌
山
協
会
の
三

谷
晃
理
事
長
は
賛
同
に
あ
た

り
、「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
！

医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の

会
』
に
賛
同
し
ま
す
」
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
あ
ら
ゆ

る
負
担
増
へ
の
対
抗
軸
と
し

て
、「
ゼ
ロ
の
会
」
に
期
待
を

寄
せ
た
。

「
ゼ
ロ
の
会
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

窓
口
で
の
普
及
を

　

現
在
、
窓
口
負
担
が
「
当
た

り
前
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
１０
月
の
市
民
向
け
イ
ベ

ン
ト
で
も
対
話
に
よ
り
理
解
は

広
が
り
、
着
実
な
賛
同
に
つ
な

げ
て
い
る
。
広
報
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
（
左
図
）
も
刷
新
し
、市
民
・

患
者
に
も
「
わ
か
り
や
す
い
」

と
好
評
だ
。
会
員
に
は
「
ゼ
ロ

の
会
」
発
信
・
拡
大
の
た
め
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
普
及
に
協
力
い
た

だ
き
た
い
。 注文は無料。

お問合せは
医療運動部会まで

（℡045-313-2111）。

和歌山県保険医協会
三谷晃理事長

2～4月は会員増加推進月間です。お知り合いの先生を協会へご紹介ください。
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高
市
政
権
に
よ
る
２
０
２

６
年
度
予
算
案
と
税
制
改
正

大
綱
が
１２
月
２６
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
物
価
高
で
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
国
民
生
活

を
立
て
直
す
べ
く
、
物
価
上

昇
に
連
動
し
て
基
礎
控
除
等

を
引
き
上
げ
る
仕
組
み
を
創

設
し
、
所
得
税
の
基
礎
控
除

４
万
円
の
引
き
上
げ
（
合
計

所
得
が
２
千
３
５
０
万
円
以

下
の
場
合
）
等
や
所
得
税
の

非
課
税
枠
で
あ
る
〝
年
収
の

壁
〟
の
引
き
上
げ
（
１
６
０

万
円
か
ら
１
７
８
万
円
へ
）
、

２
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て

特
例
で
所
得
税
の
基
礎
控
除

を
受
け
ら
れ
る
対
象
を
年
収

６
６
５
万
円
以
下
に
広
げ
る

等
、
国
民
の
「
手
取
り
」
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
が

目
立
つ
。
一
方
、
軍
拡
の
財

源
と
し
て
防
衛
特
別
所
得
税

（
仮
称
）
が
創
設
さ
れ
、
２

０
２
７
年
１
月
か
ら
徴
収
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
２６
年

度
予
算
案
で
も
防
衛
費
が
初

め
て
９
兆
円
を
突
破
し
た
こ

と
を
鑑
み
る
と
、
決
し
て
看

過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

医
院
経
営
に
影
響
を
及
ぼ

し
う
る
も
の
と
し
て
は
、
年

収
の
壁
の
引
き
上
げ
や
賃
上

げ
促
進
税
制
の
見
直
し
（
中

堅
企
業
向
け
措
置
は
適
用
条

件
・
税
額
控
除
率
の
見
直
し

を
実
施
の
上
、
２７
年
３
月
３１

日
で
廃
止
）
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
に
係
る
経
過
措
置

の
見
直
し
（
２
割
特
例
終
了

後
に
お
い
て
は
、
納
税
額
を

売
上
税
額
の
３
割
と
す
る
措

置
を
２８
年
９
月
末
ま
で
と

し
、
最
終
的
な
適
用
期
限
を

２
年
延
長
し
て
、
引
き
上
げ

の
ペ
ー
ス
と
幅
を
緩
和
）
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

〝
年
収
の
壁
〟
引
き
上
げ

に
よ
り
、
慢
性
的
な
人
材
不

足
に
陥
っ
て
い
る
医
院
に
お

い
て
は
、
従
業
員
の
働
き
控

え
が
一
定
程
度
解
消
さ
れ
う

る
期
待
も
持
て
る
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
し
来
年
度
以
降

は
賃
上
げ
促
進
税
制
の
廃
止

も
決
定
し
て
お
り
、
ま
た
最

低
賃
金
は
右
肩
上
が
り
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
人

件
費
等
の
負
担
が
増
大
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
間
の
物
価
高
や
人
件

費
の
高
騰
に
診
療
報
酬
が
追

い
付
い
て
い
な
い
現
況
に
お

い
て
、
２６
年
度
予
算
案
で
示

さ
れ
た
診
療
報
酬
改
定
全
体

で
＋
２
・
２２
％
は
、
こ
れ
ま

で
の
改
定
で
積
み
重
な
っ
て

き
た
医
院
経
営
の
損
失
に
加

え
、
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う

物
価
高
・
人
件
費
の
高
騰
等

に
対
応
し
う
る
も
の
な
の
か

疑
問
が
残
る
。
昨
夏
の
参
議

院
選
挙
で
焦
点
と
な
っ
た
消

費
税
減
税
に
つ
い
て
は
大
綱

で
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

医
院
経
営
に
お
け
る
消
費
税

損
税
問
題
に
も
引
き
続
き
注

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

国
民
の
健
康
を
下
支
え
し

て
い
る
地
域
の
保
険
医
が
、

安
心
し
て
診
療
に
注
力
で
き

る
よ
う
な
環
境
整
備
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
、
そ

の
た
め
の
運
動
を
今
年
も
展

開
し
て
い
く
。

令
和
８
年
度

税
制
改
正
大
綱
を
ふ
ま
え
て

差
額
負
担
と
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
併
走
を
警
鐘

ラ
ジ
オ
関
西
が
談
話
紹
介

に
、
パ
ブ
コ
メ
・
検
討
会
議
論

へ
と
公
式
な
検
討
の
俎
上
に
上

が
る
ス
キ
ー
ム
の
撤
廃
を
求
め

た
も
の
。

　

談
話
へ
は
、
日
医
元
役
員
、

日
本
歯
科
新
聞
、
週
刊
東
洋
経

済
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
月
刊

保
険
診
療
、
国
会
議
員
秘
書
等

か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

　

ラ
ジ
オ
関
西
の
番
組
で
１
月

２３
日
の
朝
、
当
協
会
発
表
の
政

策
部
長
談
話
「
タ
ミ
フ
ル
の
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
反
対
／
パ

ブ
コ
メ
・
検
討
ス
キ
ー
ム
の
撤

廃
を
求
め
る
」
（
１
月
１９
日
発

表
）
が
、
引
用
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
同
局
の
毎
週
金
曜

日
の
午
前
７
時
～
９
時
５０
分
、

「
寺
谷
一
紀
の
ま
い
ど
！
ま
い

ど
！
」
中
の
コ
ー
ナ
ー
「
寺
谷

一
紀
の
医
療
ど
ぉ
～
ナ
ル
！
」

と
い
う
番
組
で
の
こ
と
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
番
組
は
、
大
阪
府
保

険
医
協
会
が
提
供
す
る
番
組

で
、
２
０
０
８
年
９
月
の
サ
ン

テ
レ
ビ
放
映
時
代
を
経
て
、
１９

年
７
月
５
日
か
ら
ラ
ジ
オ
で
放

送
し
て
い
る
も
の
。

　

寺
谷
氏
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

経
て
現
在
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
。
同
局
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
を
務
め
、
医
療
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
。

　

番
組
は
、
寺
谷
氏
が
大
阪
府

保
険
医
協
会
理
事
長
の
宇
都
宮

健
弘
氏
へ
、
医
薬
品
問
題
に
関

す
る
情
勢
を
問
い
か
け
る
形
で

進
行
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

外
併
用
療
養
化
が
厚
労
省
の
検

討
会
で
決
ま
り
、
１
千
１
０
０

品
目
が
薬
価
の
４
分
の
１
を
差

額
負
担
と
す
る
方
向
に
な
っ
た

こ
と
に
関
す
る
や
り
取
り
の

後
、
こ
れ
と
併
走
す
る
形
で
医

療
用
医
薬
品
を
市
販
薬
（
Ｏ
Ｔ

Ｃ
）
へ
転
用
す
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
化
を
加
速
す
る
動
き
が
あ

る
こ
と
を
説
明
。
タ
ミ
フ
ル
が

「
寝
耳
に
水
」
で
俎
上
に
上
が

り
臨
床
医
学
的
に
も
危
険
で
あ

る
こ
と
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

の
ス
キ
ー
ム
自
体
が
問
題
で
あ

る
こ
と
を
、
当
協
会
の
談
話
を

紹
介
し
、
詳
細
を
引
用
し
て
い

る
。
当
協
会
へ
は
事
前
に
内
容

照
会
と
助
言
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
ラ
ジ
オ
放
送
だ
が
、

Y
ouT

ube

で
視
聴
が
可
能
（
以

下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
）。

◇
「
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
さ
れ
る
!?
」

 https://youtu.be/L
hC

P
_

IR
q7yg

　

政
策
部
は
１
月
１９
日
、
磯
崎

部
長
談
話
「
タ
ミ
フ
ル
の
ス
イ

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
反
対
／
パ
ブ

コ
メ
・
検
討
ス
キ
ー
ム
の
撤
廃

を
求
め
る
」
を
発
表
し
、
財
務

省
、
厚
労
省
、
中
医
協
委
員
、

国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ
等
へ
送

付
し
た
（
５
面
）
。

　

談
話
は
、
①
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
治
療
薬
タ
ミ
フ
ル
の
「
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
」
に
関
し
、

厚
労
省
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
募
集
（
１
月
７
日
締
切
）
が

行
わ
れ
た
「
寝
耳
に
水
」
の
こ

の
動
き
に
対
し
、
医
学
的
・
臨

床
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
危
険

性
を
説
く
と
と
も
に
、
②
在
野

の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
要
望
が

検
討
会
の
フ
ィ
ル
タ
ー
も
経
ず

第
３２
期
第
９
回
理
事
会
　
１２
月
１１
日
（
木
）

第
３２
期
第
１０
回
理
事
会
　
１２
月
２５
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２４
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
６
名
）〉

〈
役
員
２９
名
、出
席
２１
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

　

開
業
医
の
経
営
と
国
民
の

医
療
を
い
か
に
守
る
か
。
医

療
材
料
や
歯
科
の
金
属
材
料

【
議
長
報
告
】

　

財
政
審
な
ど
で
の
診
療
所

へ
の
厳
し
い
改
革
方
針
に
ど

う
対
峙
す
る
か
議
論
し
、
理

事
会
声
明
を
出
す
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
各
部
か
ら
報
告

が
あ
り
、
学
術
部
か
ら
新
た

な
臨
床
研
究
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
り
採
択
さ
れ
、
第
一

四
半
期
決
算
報
告
、
保
団
連

定
期
大
会
出
席
者
、新
年
会
、

理
事
学
習
会
・
総
会
記
念
講

演
の
演
者
な
ど
が
決
ま
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
事
務
所
の
移
転
対
策

検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
を

受
け
更
新
を
検
討
し
、
決
算

報
告
の
中
で
毎
年
積
み
増
し

て
い
る
災
害
対
策
積
立
金
の

使
い
道
な
ど
も
議
論
さ
れ
た
。

【
議
長
報
告
】

　

来
年
度
診
療
報
酬
の
改
定

に
向
け
た
議
論
が
本
格
化
す

る
中
、
実
態
調
査
と
報
道
に

大
き
な
乖
離
が
あ
り
、
病
院

と
診
療
所
の
分
断
に
も
警
戒

が
必
要
だ
。
医
科
歯
科
診
療

所
、
病
院
の
い
ず
れ
も
経
営

悪
化
は
顕
著
で
、
診
療
報
酬

の
大
幅
引
き
上
げ
は
道
理
で

あ
る
。
電
子
カ
ル
テ
の
強
引

な
普
及
等
、
金
銭
面
の
み
な

ら
ず
制
度
面
で
も
厳
し
い
経

営
圧
迫
の
実
態
も
あ
り
、
こ

れ
ら
が
地
域
医
療
の
崩
壊
の

危
機
に
繋
が
る
こ
と
も
、
引

き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
関
係
各
所
に
積
極
的
に
提

示
す
る
方
針
を
確
認
し
た
。

【
議
長
報
告
】

今
回
の
情
勢
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
の

改
定
率
を
ど
う
受
け
止
め
る

か

―
中
医
協
に
お
け
る
医

科
歯
科
共
に
管
理
料
の
見
直

し
や
廃
止
、
そ
の
他
配
分
が

焦
点
と
な
り
注
視
が
必
要
だ
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
、
長
期
収

載
品
、
高
額
療
養
費
の
問
題

を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
と

さ
れ
、
そ
の
後
の
討
論
に
お

い
て
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
、

改
定
、
マ
イ
ナ
保
険
証
、
歯

科
の
金
属
材
料
に
つ
い
て
発

言
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
当
面
の
医
療
運

動
、
各
部
な
ら
び
に
地
域
報

告
が
さ
れ
た
。
定
時
総
会
、

新
年
会
、保
団
連
定
期
大
会
、

新
聞
、
庶
務
事
項
そ
の
他
の

提
案
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
理

事
よ
り
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
に
つ
い
て

の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

す
べ
て
の
提
案
が
了
承
さ

れ
、
議
事
終
了
後
、
理
事
長

に
よ
る
年
末
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
閉
会
し
た
。
担
当
の

先
生
方
、
事
務
局
の
苦
労
に

よ
り
円
滑
に
進
行
で
き
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
議
長
・
原
○歯
）

高
騰
へ
の
対
応
策
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
外
し
や
高
齢

者
の
３
割
負
担
化
な
ど
に
い

か
に
対
抗
す
る
か
。
新
た
な

骨
太
の
方
針
に
沿
っ
て
、
補

助
金
の
み
な
ら
ず
次
期
診
療

報
酬
の
高
い
改
定
率
を
勝
ち

取
る
た
め
に
必
要
な
運
動
を

し
て
い
く
決
意
を
共
有
し
た
。

（
議
長
・
二
村
○歯
）

第
３２
期
第
８
回
理
事
会
　
１１
月
１３
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２２
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

浜
岡
原
発
の
ア
ラ
ー
ト
情
報
を

即
時
、
県
へ
共
有
を

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
の
検
討
ス
キ
ー
ム
撤
廃
を

公
害
環
境
対
策
部
が
静
岡
県
知
事
へ
要
請
書

政
策
部
長
談
話
発
表

タ
ミ
フ
ル
市
販
薬
化
へ
臨
床
的
反
対

　

公
害
環
境
対
策
部
は
１
月
１６

日
、
静
岡
県
知
事
へ
要
請
書

「
『
浜
岡
原
発
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
が
即
時
、
静
岡
県
へ
情
報

共
有
さ
れ
る
体
制
』
の
構
築
を

求
め
ま
す
」
を
提
出
。
こ
れ
は
、

浜
岡
原
発
〝
再
稼
働
〟
審
査
で

デ
ー
タ
不
正
を
行
っ
た
中
部
電

力
の
恣
意
的
運
営
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
不
全
を
問
題
視
し
、
県
に
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
も
の
。

　

要
請
書
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
結
果
を
踏
ま
え
た
各
種
ア
ラ

ー
ト
は
、
技
術
的
に
は
、
電
磁

的
手
段
に
よ
り
発
電
所
内
と
同

時
に
静
岡
県
側
へ
も
情
報
を
共

有
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
可
能

で
あ
る
と
主
張
。
中
部
電
力
が

恣
意
的
な
情
報
提
供
を
行
っ
た

以
上
、
今
後
も
類
似
の
運
営
が

行
わ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
動
的

か
つ
即
時
的
な
運
営
体
制
を
あ

ら
か
じ
め
構
築
す
べ
き
と
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
で
は

異
常
を
示
し
た
ア
ラ
ー
ト
の
共

有
体
制
が
不
十
分
で
、
▽
国
・

事
業
者
以
外
の
第
三
者
が
管
理

し
な
か
っ
た
こ
と
、
▽
県
は
ア

ラ
ー
ト
結
果
を
知
ら
な
か
っ
た

が
た
め
に
即
時
的
な
避
難
対
応

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
―
を
指

摘
。
非
常
時
は
て
ん
で
バ
ラ
バ

ラ
に
即
時
行
動
す
る
こ
と
が
教

訓
で
あ
り
、
国
の
行
動
指
示
を

待
つ
県
と
、
指
示
側
の
国
の
態

度
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

①
不
正
に
対
す
る
見
解
、
②
原

発
で
の
各
種
ア
ラ
ー
ト
の
結
果

を
、
静
岡
県
側
へ
即
時
、
情
報

共
有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
、
③
原
発
の
安
全
性
確
保

は
県
が
主
体
的
に
行
い
、
そ
れ

が
で
き
な
い
場
合
は
再
稼
働
に

同
意
し
な
い
こ
と
―
を
求
め
て

い
る
。

　

会
員
の
生
活
を
守
る
共
済

制
度
の
普
及
の
際
の
会
員
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
会
に
諮

問
を
行
う
提
案
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。
常
に
厳
重
に
管

理
さ
れ
る
べ
き
会
員
情
報

の
、
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た

活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

今
後
丁
寧
に
検
討
し
、
会
員

へ
の
周
知
、
理
解
を
得
て
運

用
し
て
い
く
重
要
性
を
確
認

し
た
。

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
で
あ

る
が
、
迅
速
な
対
応
が
必
要

で
複
数
の
部
に
ま
た
が
る
案

件
も
多
く
、
熱
量
が
高
く
、

一
体
感
が
感
じ
ら
れ
る
理
事

会
で
あ
っ
た
。

（
議
長
・
千
葉
○医
）

2～4月は2～4月は
会員増加推進月間会員増加推進月間

未入会の先生方の未入会の先生方の
ご紹介をご紹介を

　組織部で

は、2～4月 を

「春の会員増

加推進月間」

と位置づけ、今年5月末までの会

員目標数として医科3,970名、歯

科2,590名を掲げている。

　その目標達成に向けて、会員

の先生方においては種々の研究

会や相談事業など“保険医協会

ならではの強み”を、まだ協会

に入会されていない先生方へ紹

介いただければ幸いである。
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物
価
対
応
料
が
新
設

物
価
対
応
料
が
新
設

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定    

個
別
改
定
項
目
（
短
冊
）

個
別
改
定
項
目
（
短
冊
）

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

の
対
象
拡
充

　

６
月
１
日
施
行
の
今
次
診
療

報
酬
改
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

物
価
高
騰
に
よ
る
医
療
機
関
等

の
物
件
費
負
担
の
増
加
を
踏
ま

え
、
医
科
歯
科
と
も
に
初
・
再

診
料
、入
院
料
が
引
き
上
が
る
。

協
会
・
保
団
連
は
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
て
き
た
が
、
現
時

点
で
の
上
げ
幅
は
不
明
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
６
年

度
以
降
の
更
な
る
物
価
高
騰
へ

の
対
応
と
し
て
「
物
価
対
応
料

（
医
科
）
／
歯
科
外
来
物
価
対

応
料（
歯
科
）
」
が
新
設
さ
れ
る
。

こ
の
点
数
は
、
２７
年
６
月
以
降

は
２
０
０
／
１
０
０
に
相
当
す

る
点
数
に
よ
り
２
段
階
方
式
と

な
る
。
さ
ら
に
、
前
回
２４
年
改

定
で
導
入
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
に
つ
い
て
は
、
対
象

職
種
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
継
続
的
に
賃
上
げ
を

実
施
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関

と
そ
れ
以
外
の
保
険
医
療
機
関

に
お
い
て
は
異
な
る
評
価
を
す

る
と
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
不

明
。
こ
の
間
の
中
医
協
の
議
論

で
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

２４
・
２５
年
度
の
算
定
状
況
に
応

じ
て
差
を
付
け
る
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
医
療
Ｄ
Ｘ
に
係
る
変
更

と
し
て
、
医
療
情
報
取
得
加

算
・
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備

加
算
を
廃
止
し
、
電
子
的
診
療

情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
が
新

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
電

子
処
方
箋
の
発
行
体
制
の
有
無

等
で
点
数
に
差
が
設
け
ら
れ

る
。
初
・
再
診
料
へ
の
加
算

で
、
明
細
書
発
行
体
制
等
加
算

と
の
併
算
定
は
で
き
な
い
。

設
さ
れ
る
。
ま
た
、
対
象
患
者

に
脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
慢
性
心
不
全
、
慢
性

腎
臓
病
の
い
ず
れ
か
を
有
し
介

護
給
付
（
予
防
含
む
）
を
受
け

て
い
る
要
介
護
被
保
険
者
等
が

追
加
さ
れ
る
。
２４
時
間
対
応
が

可
能
な
薬
局
と
の
連
携
は
、
緊

急
時
に
自
院
で
の
院
内
処
方
が

可
能
な
場
合
は
不
要
と
な
る
。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
評
価

す
る
機
能
強
化
加
算
に
お
い
て

は
、
施
設
基
準
に
「
地
域
包
括

診
療
加
算
（
料
）
の
デ
ー
タ
提

出
加
算
」
又
は
「
在
宅
時
医
学

総
合
管
理
料
又
は
在
宅
が
ん
医

療
総
合
診
療
料
の
在
宅
デ
ー
タ

提
出
加
算
」
を
届
け
出
て
い
る

　

生
活
習
慣
病
管
理
料
は
、

（
Ⅰ
）
（
Ⅱ
）
と
も
に
糖
尿
病
が

主
病
の
患
者
で
あ
っ
て
も
、
糖

尿
病
以
外
の
薬
剤
に
係
る
在
宅

自
己
注
射
指
導
管
理
料
は
併
算

定
可
能
と
な
っ
た
。
療
養
計
画

書
に
つ
い
て
は
患
者
の
署
名
が

不
要
と
な
る
。
ま
た
、
糖
尿
病

が
主
病
の
患
者
に
つ
い
て
は
眼

科
、
歯
科
と
の
連
携
を
評
価
し

た
「
眼
科
医
療
機
関
連
携
強
化

加
算
」
及
び
「
歯
科
医
療
機
関

連
携
強
化
加
算
」
が
新
設
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
同
（
Ⅱ
）
に
つ

い
て
は
生
活
習
慣
病
と
は
直
接

的
に
関
係
の
な
い
特
定
薬
剤
治

療
管
理
料
、
悪
性
腫
瘍
特
異
物

質
治
療
管
理
料
、
傷
病
手
当
金

意
見
書
交
付
料
、
療
養
費
同
意

書
交
付
料
な
ど
計
２１
の
医
学
管

理
料
が
包
括
の
対
象
外
と
な
っ

た
。
協
会
の
要
望
が
一
部
実
っ

た
形
だ
。
一
方
で
、
同
（
Ⅰ
）

に
つ
い
て
は
医
学
管
理
の
包
括

対
象
に
変
更
は
な
く
、
原
則
と

し
て
必
要
な
血
液
検
査
等
を
少

な
く
と
も
６
月
に
１
回
は
行
う

こ
と
が
要
件
化
さ
れ
る
。

　

外
来
デ
ー
タ
提
出
加
算
は

「
充
実
管
理
加
算
」
に
変
更
さ

れ
、
従
来
よ
り
簡
素
化
さ
れ
た

デ
ー
タ
提
出
に
加
え
診
療
の
実

績
に
応
じ
対
象
疾
病
（
脂
質
異

常
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
）

ご
と
に
３
段
階
に
分
か
れ
る
。

実
績
の
詳
細
は
今
後
示
さ
れ
る
。

　

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
は
対

象
疾
患
の
変
更
が
議
論
さ
れ
て

い
た
が
、
消
化
性
潰
瘍
の
あ
る

患
者
へ
の
投
与
が
禁
忌
で
あ
る

非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬
の

投
与
を
受
け
て
い
る
胃
潰
瘍
及

び
十
二
指
腸
潰
瘍
の
患
者
が
対

象
外
と
な
っ
た
。
ま
た
、
施
設

基
準
に
患
者
の
状
態
に
応
じ
２８

日
以
上
の
長
期
処
方
又
は
リ
フ

ィ
ル
処
方
箋
を
交
付
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
対
応
可
能
で
あ
る

こ
と
を
院
内
掲
示
す
る
こ
と
が

追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
現
行
の

生
活
習
慣
病
管
理
料
の
施
設
基

準
と
同
様
の
も
の
。
同
様
の
改

定
が
皮
膚
科
特
定
疾
患
指
導
管

理
料
、
婦
人
科
特
定
疾
患
治
療

管
理
料
、
小
児
科
外
来
診
療
料

等
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
処
方
箋
の
様
式
が
変

更
さ
れ
る
。

地
域
包
括
診
療
加
算

（
料
）に
外
来
デ
ー
タ

提
出
加
算
が
新
設

　

地
域
包
括
診
療
加
算
及
び
地

域
包
括
診
療
料
（
以
下
、
「
地

域
包
括
診
療
加
算
（
料
）
」
）
に

は
外
来
デ
ー
タ
提
出
加
算
が
新

こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
規
定

が
追
加
さ
れ
、
災
害
発
生
時
の

事
業
継
続
計
画
の
策
定
が
義
務

化
さ
れ
た
。
な
お
、
事
業
継
続

計
画
の
策
定
は
２７
年
５
月
３１
日

ま
で
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

た
。
な
お
、
中
医
協
に
お
い
て

議
論
さ
れ
た
外
来
管
理
加
算
の

廃
止
や
、
処
方
箋
料
の
引
き
下

げ
は
短
冊
に
は
盛
り
込
ま
れ
な

か
っ
た
。

在
医
総
管
が
大
幅
改
定

「
月
２
回
以
上
訪
問

の
場
合
」の
算
定
に

条
件

　

在
宅
医
療
の
分
野
で
は
、
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
施

設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料

（
以
下
、
「
在
宅
時
医
学
総
合
管

理
料
等
」
）
や
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
の
施
設
基
準
、
訪
問
看

護
・
指
導
料
で
大
幅
な
改
定
が

な
さ
れ
る
。

　

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
等

で
は
「
月
２
回
以
上
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
る
場
合
（
難
病
等

を
除
く
）
」
に
つ
い
て
、
①
当

該
保
険
医
療
機
関
の
月
２
回
以

上
訪
問
診
療
を
行
う
患
者
が
一

定
数
未
満
で
あ
る
、
②
月
２
回

以
上
訪
問
診
療
を
行
う
患
者
数

に
占
め
る
別
表
第
８
の
２
（
末

期
の
悪
性
腫
瘍
や
難
病
等
の
患

者
）
も
し
く
は
別
表
第
８
の
３

（
包
括
的
支
援
加
算
の
対
象
患

者
）
の
患
者
数
が
一
定
割
合
以

上
―
の
ど
ち
ら
か
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
、
算
定
で
き
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
に
お
い
て
、
第
三
者
（
株
式

会
社
等
）
を
利
用
し
て
２４
時
間

の
往
診
体
制
を
確
保
す
る
場

合
、
当
該
保
険
医
療
機
関
の
在

宅
医
療
を
担
当
す
る
常
勤
医
と

第
三
者
の
往
診
医
の
事
前
の
面

談
等
に
よ
る
診
療
方
針
の
共
有

が
な
け
れ
ば
往
診
が
可
能
な
体

制
の
確
保
に
該
当
し
な
い
こ
と

が
明
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域

包
括
診
療
加
算
（
料
）
と
同
様
、

事
業
継
続
計
画
の
策
定
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
。
連
携
型
の
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
に
お
い
て

は
、
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る

医
師
に
よ
る
時
間
外
往
診
体
制

を
確
保
し
て
い
る
施
設
と
そ
れ

以
外
の
施
設
と
で
評
価
が
分
か

れ
る
。

　

同
一
建
物
居
住
者
訪
問
看

護
・
指
導
料
は
報
酬
体
系
が
大

幅
に
変
更
さ
れ
る
。
本
体
点
数

及
び
複
数
名
訪
問
看
護
加
算
の

評
価
が
細
分
化
さ
れ
、
①
３
人

以
上
９
人
以
下
、
②
１０
人
以
上

１９
人
以
下
、
③
２０
人
以
上
４９
人

以
下
、
④
５０
人
以
上
―
の
点
数

が
新
設
さ
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の

間
報
道
さ
れ
た
訪
問
看
護
に
関

す
る
報
酬
の
不
正
請
求
へ
の
対

応
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
同
一
建
物
患
者
精
神
科

訪
問
看
護
・
指
導
料
に
つ
い
て

も
同
様
の
変
更
が
な
さ
れ
る
。

長
期
収
載
品
の
選
定

療
養
費
、保
険
給
付
が

縮
小
し
患
者
負
担
増

　

現
状
、
患
者
希
望
に
よ
り
長

期
収
載
品
を
使
用
す
る
場
合
、

後
発
医
薬
品
と
の
薬
価
差
の
４

分
の
１
相
当
を
患
者
負
担
と
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
薬
価
差
の
２
分
の
１
に
拡

大
さ
れ
る
。
保
険
給
付
の
対
象

額
を
縮
小
し
、
患
者
負
担
を
増

加
す
る
形
だ
。

　

栄
養
保
持
を
目
的
と
し
た
医

薬
品
に
つ
い
て
は
、
①
手
術
後

の
患
者
、
②
経
管
に
よ
り
栄
養

補
給
を
行
っ
て
い
る
患
者
、
③

疾
病
治
療
の
た
め
に
必
要
で
あ

り
他
の
食
事
で
は
で
き
な
い

等
、
医
師
が
特
に
医
療
上
使
用

の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
患

者
の
み
が
保
険
給
付
の
対
象
と

な
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

看
護
業
務
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
用
で
看
護
要
員
の

配
置
基
準
が
柔
軟
化

　

入
院
で
は
、
救
急
搬
送
件
数

や
全
身
麻
酔
手
術
の
実
施
件
数

に
応
じ
た
「
急
性
期
病
院
一
般

入
院
基
本
料
」
、「
急
性
期
病
院

精
神
科
病
棟
入
院
基
本
料
」
が

新
設
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
看
護
業
務
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
利
用
す
る
こ

と
で
１
日
の
看
護
要
員
数
の
規

定
並
び
に
看
護
師
の
比
率
に
関

す
る
規
定
を
満
た
さ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
１
割
未
満
の
範

囲
内
で
あ
れ
ば
入
院
料
の
所
定

点
数
を
算
定
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
適
用
さ
れ
る
の
は
急
性

期
一
般
入
院
料
、
地
域
包
括
医

療
病
棟
入
院
料
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
入
院
料
等
。
見
守
り
に
お
い

て
カ
メ
ラ
等
を
使
用
す
る
こ
と

や
、
看
護
記
録
の
作
成
に
音
声

入
力
や
電
子
カ
ル
テ
情
報
か
ら

の
自
動
的
な
サ
マ
リ
ー
の
生
成

な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
い
る
。

る
。
従
来
の
口
機
能
は
必
須
検

査
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
は

算
定
不
可
、
小
機
能
は
３
項
目

以
上
に
該
当
し
な
い
と
算
定
不

可
で
あ
る
た
め
、
今
次
改
定
で

対
象
患
者
が
拡
大
す
る
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
口
機
能
１
の
必

須
検
査
の
う
ち
、
口
腔
細
菌
定

量
検
査
・
咀
嚼
能
力
検
査
・
咬

合
圧
検
査
の
施
設
基
準
は
撤
廃

さ
れ
る
（
舌
圧
検
査
は
従
来
か

ら
施
設
基
準
な
し
）
。

口
腔
機
能
指
導
加
算

が
独
立
し
た
点
数
に

　

前
回
２４
年
改
定
で
導
入
さ
れ

た
口
腔
機
能
指
導
加
算
（
歯
科

衛
生
実
地
指
導
料
へ
の
加
算
点

数
）
が
今
次
改
定
で
独
立
し
た

点
数
と
し
て
口
腔
機
能
実
地
指

導
料
と
な
る
。
こ
の
点
数
の
算

定
要
件
は
口
腔
機
能
指
導
加
算

と
大
き
な
相
違
は
な
い
も
の

の
、
施
設
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
①
口
腔
機

能
の
指
導
等
に
係
る
適
切
な
研

修
を
受
け
た
歯
科
衛
生
士
が
１

名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
②
歯
科
衛
生
士
が
口
腔
機

能
の
指
導
を
行
う
た
め
の
設
備

及
び
体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と

―
の
２
点
。
具
体
的
な
研
修
内

容
と
し
て
は
「
口
腔
機
能
発
達

不
全
症
及
び
口
腔
機
能
低
下
症

の
実
地
指
導
に
係
る
研
修
」
と

さ
れ
て
い
る
。

歯
科
訪
問
診
療
４
・

５
に
施
設
基
準
導
入

　

今
次
改
定
で
、
「
質
の
高
い

在
宅
歯
科
医
療
の
提
供
の
推

進
」
と
い
う
名
目
で
歯
科
訪
問

診
療
４
・
５
に
施
設
基
準
が
導

入
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
①
歯

科
訪
問
診
療
１
ま
た
は
歯
科
訪

問
診
療
２
を
行
っ
て
い
る
こ

と
、
②
当
該
地
域
に
お
い
て
保

険
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施

設
等
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
―

の
い
ず
れ
か
１
点
と
併
せ
て
③

歯
科
訪
問
診
療
が
適
切
に
実
施

で
き
る
体
制
を
有
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
Ｐ
重
防
が

統
合
さ
れ
、
歯
周
病

継
続
支
援
治
療
に

　

多
く
の
医
療
機
関
が
算
定
し

て
い
る
歯
周
病
安
定
期
治
療

（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
と
歯
周
病
重
症
化

予
防
治
療
（
Ｐ
重
防
）
が
統
合

さ
れ
、
歯
周
病
継
続
支
援
治
療

に
一
本
化
さ
れ
る
。
歯
周
病
継

歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
等

歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
等

「
咬
合
支
持
要
件
」撤
廃

「
咬
合
支
持
要
件
」撤
廃

生
活
習
慣
病
管
理
料
が
一
部
改
善

生
活
習
慣
病
管
理
料
が
一
部
改
善

　

賃
上
げ
分
・
物
価
対
応
分
等

を
除
く
歯
科
の
通
常
改
定
分
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
定

で
複
雑
か
つ
分
か
り
づ
ら
い
項

目
や
不
明
確
・
不
合
理
な
箇
所

を
整
理
・
簡
素
化
す
る
内
容
が

散
見
さ
れ
る
点
や
「
脱
金
パ
ラ
」

の
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
点
が

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

歯
管
の
評
価
見
直
し

と
初
診
月
減
算
廃
止

２０
年
改
定
で
導
入
さ
れ
た
歯

科
疾
患
管
理
料
（
歯
管
）
の
初

診
月
減
算
（
８０
／
１
０
０
）
が

廃
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
歯
管

の
点
数
そ
の
も
の
は
「
見
直
す
」

と
し
て
変
更
さ
れ
る
の
で
注
視

が
必
要
だ
。
歯
科
治
療
を
実
施

す
る
上
で
初
診
時
に
治
療
計
画

を
作
成
し
て
医
学
管
理
を
行
う

と
い
う
行
為
は
非
常
に
重
要
な

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
減
算
す
る
こ
と
は
歯
科
医

学
的
妥
当
性
に
欠
け
る
も
の
と

し
て
協
会
・
保
団
連
は
是
正
要

求
を
し
て
い
た
。

口
機
能
・
小
機
能
の

対
象
患
者
拡
大

２０
年
に
歯
管
の
加
算
点
数
か

ら
独
立
し
た
口
腔
機
能
管
理
料

（
口
機
能
）
と
小
児
口
腔
機
能

管
理
料
（
小
機
能
）
が
口
機
能

１
・
２
、
小
機
能
１
・
２
に
そ

れ
ぞ
れ
細
分
化
さ
れ
る
。
口
機

能
１
に
つ
い
て
は
必
須
検
査

（
口
腔
細
菌
定
量
検
査
・
咀
嚼

能
力
検
査
・
咬
合
圧
検
査
・
口

腔

粘

膜

湿

潤

度

検

査
〈

新

設
〉
・
舌
圧
検
査
の
い
ず
れ
か

１
つ
）
を
実
施
し
た
口
腔
機
能

低
下
症
患
者
に
対
し
て
算
定
、

口
機
能
２
に
つ
い
て
は
必
須
検

査
を
実
施
し
て
い
な
い
口
腔
機

能
低
下
症
患
者
に
対
し
て
算

定
。
小
機
能
１
に
つ
い
て
は
口

腔
機
能
評
価
項
目
が
３
項
目
以

上
の
該
当
者
に
算
定
し
、
小
機

能
２
は
口
腔
機
能
評
価
項
目
が

２
項
目
の
該
当
者
に
算
定
す

　

（
１
面
続
き
）
医
科
で
は
「
生
活
習
慣
病
管
理
料（
Ⅱ
）
の
一
部
管
理
料

の
包
括
か
ら
の
除
外
」、「
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
及
び
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
等
の
見
直
し
」
等
が
行
わ
れ
る
。
歯
科
で
は「
歯
科
疾
患
管
理
料
の

見
直
し
」、「
歯
周
病
安
定
期
治
療
と
歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療
が
統
合
」、

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
『
咬
合
支
持
算
定
要
件
』
撤
廃
」
等
が
行
わ
れ
る
。

　

現
時
点
（
１
月
２８
日
）
で
新
点
数
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
日
判
明

す
る
予
定
だ
。
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歯
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共
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医
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・
歯
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共
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続
支
援
治
療
の
算
定
要
件
は
Ｓ

Ｐ
Ｔ
と
ほ
ぼ
同
様
と
な
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
Ｐ
重
防
に
つ
い

て
は
、
歯
周
病
の
症
状
に
変
化

を
来
し
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ

い
て
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は
主
治
医
に
一
定

の
裁
量
が
あ
る
も
の
の
、
Ｐ
重

防
は
治
療
方
法
が
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
・
Ｐ
重

防
間
で
の
移
行
が
複
雑
な
こ
と

な
ど
か
ら
診
療
現
場
で
の
混
乱

を
招
い
て
い
た
。
協
会
・
保
団

連
と
し
て
も
両
点
数
の
一
本
化

を
求
め
て
お
り
、
そ
れ
が
反
映

さ
れ
た
格
好
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
・
Ｐ
重
防
算

定
要
件
の
一
つ
に
「
歯
科
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
（
特
疾
管
）

ま
た
は
歯
科
疾
患
在
宅
療
養
管

理
料
（
歯
在
管
）
の
算
定
患
者
」

と
の
要
件
が
あ
っ
た
が
、
歯
周

病
継
続
支
援
治
療
に
は
前
述
の

管
理
料
に
周
術
期
等
口
腔
機
能

管
理
料
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）（
Ⅳ
）

と
回
復
期
等
口
腔
機
能
管
理
料

が
追
加
さ
れ
対
象
が
拡
充
さ
れ

る
。

「
脱
金
パ
ラ
」の
流
れ　

歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｉ
ｎ
の
『
咬
合
支
持
』

要
件
撤
廃

　

前
回
２４
年
改
定
で
、
大
臼
歯

（
６
・
７
番
）
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
（
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
や
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
（
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ｉ
ｎ
）
製
作
に
あ
た
り
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
材
料
（
Ⅲ
）
を

使
用
す
る
場
合
に
は
、
「
装
着

部
位
の
同
側
・
対
側
に
咬
合
支

持
が
有
る
」
等
の
複
雑
な
要
件

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
今
次
改

定
で
は
、
こ
の
「
咬
合
支
持
」

要
件
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
大
臼
歯
に
対
す
る
歯
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
算
定
要
件
は
複
雑
で
難
解

な
た
め
協
会
に
は
多
数
の
問
合

せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
簡

素
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
今
次
改
定
で
後
継
永
久
歯

が
先
天
的
に
欠
如
し
て
い
る
乳

歯
（
永
久
歯
代
行
歯
）
に
対
す

る
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
ｎ

が
適
用
と
な
る
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
「
脱
金
パ
ラ
」
の

流
れ
で
、
局
部
義
歯
の
ク
ラ
ス

プ
が
原
則
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
合

金
や
不
銹
鋼
・
特
殊
鋼
に
限
定

さ
れ
、
光
学
印
象
の
対
象
に
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
も
適
用
と
な

る
。
さ
ら
に
チ
タ
ン
合
金
に
よ

る
ブ
リ
ッ
ジ
が
新
設
さ
れ
る
。

歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
支
援
料
の
新
設

　

歯
科
技
工
所
の
技
工
士
の
確

実
な
賃
上
げ
を
図
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
支
援
料
が
新
設
さ
れ

る
。
こ
の
点
数
に
つ
い
て
は
、

「
物
価
対
応
料
／
歯
科
外
来
物

価
対
応
料
」
と
同
様
の
２
段
階

方
式
と
な
っ
て
い
る
。
施
設
基

準
と
し
て
は
①
歯
科
技
工
士
が

所
属
す
る
歯
科
技
工
所
に
補
綴

物
等
の
製
作
等
の
委
託
を
行
っ

て
い
る
保
険
医
療
機
関
で
あ
る

こ
と
、
②
歯
科
技
工
所
に
勤
務

す
る
歯
科
技
工
士
の
賃
金
の
改

善
に
つ
い
て
十
分
に
支
援
し
て

い
る
こ
と
―
の
２
点
と
な
っ
て

い
る
。
現
時
点
で
は
「
歯
科
技

工
士
の
賃
金
の
改
善
に
つ
い
て

十
分
に
支
援
」
の
具
体
的
要
件

に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
。

歯
科
麻
酔
薬
材
料
は

僅
か
に
改
善

　

前
回
２４
年
改
定
で
は
生
活
歯

髄
切
断
ま
た
は
抜
髄
を
行
っ
た

際
の
麻
酔
薬
材
料
が
算
定
可
能

と
な
っ
た
が
、
今
次
改
定
で
は

歯
髄
保
護
処
置
実
施
時
と
歯
冠

形
成
（
生
活
歯
歯
冠
形
成
）
実

施
時
も
麻
酔
薬
材
料
の
算
定
が

可
能
と
な
る
。
以
前
か
ら
協
会
・

保
団
連
は
歯
科
治
療
時
の
麻
酔

薬
手
技
料
・
薬
剤
料
に
お
け
る

不
合
理
な
包
括
に
つ
い
て
は
撤

廃
を
求
め
て
き
た
。
僅
か
で
は

あ
る
が
、
今
次
改
定
で
改
善
が

図
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

牛
山
公
害
副
部
長
の
講
演
が
冊
子
に

牛
山
公
害
副
部
長
の
講
演
が
冊
子
に

①
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
②
原
爆
と
原
発
事
故
の
健
康
被
害

保
団
連
公
害
環
境
対
策
部
長
「
わ
か
り
や
す
い
」
と
推
薦

い
て
い
る
。

『
い
ま
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を

知
っ
て
い
の
ち
を

守
ろ
う
！
』

　

昨
年
６
月
の
牛
山
副
部
長
の

講
演
「
い
ま
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
知

ろ
う
！
」
（
主
催

：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
こ
ず
っ
と
）
を
、
主
催
者

が
文
字
起
こ
し
を
し
て
、
牛
山

副
部
長
が
加
筆
・
監
修
し
た
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
。

《
目
次
》
無
機
物
と
有
機
物

／
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
と
は

何
か
／
テ
フ
ロ
ン
で
原
子
爆

弾
投
下
が
可
能
に
／
身
の
回

り
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
製
品
／
「
ダ

ー
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
」
の
世

界
／
長
く
と
ど
ま
っ
て
及
ぼ

す
健
康
被
害
／
世
界
の
汚
染

地
図
／
日
本
国
内
の
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
／
吉
備
中
央
町
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
／
多
摩
地
域
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
／
わ
た
し
た

ち
の
ま
ち
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

／
血
液
検
査
で
で
き
る
こ
と

／
避
け
た
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

／
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
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　県央支部は12月3日、「近年の自然災害を知り、今

後の防災対策を考える」をテーマに支部研究会をWEB

開催。講師は（一社）危機管理教育研究所・上席研

究員の江原信之氏が務め、当日は28名が参加した。

　阪神淡路大震災（1995年）や東日本大震災（2011年）、

能登半島地震（2024年）などの現地調査に従事した氏

が報道されない被災地の実態に言及。大規模災害直後

は119番・110番通報がつながりにくく、要請を受けても迅速な救助隊の

派遣はほぼ不可能とし、近隣住民等との「共助」に頼らざるを得ないと

注意喚起した。また、医療機関でも停電、断水等により医療レベルが著し

く低下するため、医療者・患者ともに災害時の医療機関では普段通りの

診療を提供できない点をあらかじめ理解し、それを踏まえた対策が肝要

だと訴

えた。

　川崎支部は12月2日に「知っておきたい 医療機関

におけるペイシェントハラスメントのポイントと対

策」をテーマに、支部研究会をWEB開催。当日は法律

事務所クレインの弁護士・大野美樹氏が講師を務め、

90名が参加した。

　氏は、患者のどのような言動が「ハラスメント」

に該当し得るか、厚生労働省の「カスタマーハラス

メント対策企業マニュアル」を基に説明。2025年6月の労働施策総合推

進法の改正に伴い、患者や家族からのハラスメント（ペイハラ）に対

して医療機関も組織として対応することが法律で明確に求められるよ

うになっているとし、ペイハラに対して医療機関が取るべき対応につ

いても解説した。また、2019年12月に厚労省が発出した応召義務に関

する通知をもとに「患者を診療しないことが正当化される（応召義務

違反にならない）」事例についても具体的に紹介。クレームの内容が単

なる言いがかりである場合は業務妨害であるとの認識のもと、毅然と

対処することが大事とした。

活動報告活動報告quick reports

県央支部研究会 大規模災害時の医療の限界県央支部研究会 大規模災害時の医療の限界

事前の理解と対策が肝要事前の理解と対策が肝要

川崎支部研究会川崎支部研究会

迷惑行為には毅然と対処を迷惑行為には毅然と対処を

講師の江原氏

講師の大野氏

医療ソーシャルワーカーが相談に応じます
治療費や保険証のことでお困りの患者さんが
おられましたら、 お気軽にご連絡ください。
※通話料がかかります。

事前予約も承ります。 地域医療対策部へ
ご連絡ください（℡ 045-313-2111）

医療費相談室のご案内
    ℡  045-313-2225
次回の相談日

2 月18日 （水）午後 2 時～ 5 時

相
談
無
料

使える制度があるか
聞いてみよう！

シンプルな保障で割安な保険料を実現シンプルな保障で割安な保険料を実現

いざというときのための医院の積立制度いざというときのための医院の積立制度

【随時お申込受付中】

2月28日申込締切
【2026年5月1日加入】

　先生に万一のことがあった時、遺されたご家族には重い負担がのしかかります。

保障額は最低100万円から最高6,000万円で設定可能*1。

　保険医協会のグループ生命保険は、保障内容を死亡または高度障害状態に絞る

ことで月々の保険料を抑えています。会員の先生ご本人にご加入いただければ、

配偶者様やお子様も加入可能です。さらに、引受保険会社の決算状況によっては

年間保険料の一部を配当金としてお返しします。2024年度は年間保険料の約37.6％

（約4.5カ月分）を配当金としてお支払いしました*2。

　年利1.126%（～2026年4月30日まで）、医療機関の積立制度。院長（法人）が掛金を負

担し、院長（法人）が受け取るため、退職金以外にも使い道は自由です。この度、制度の

見直しを行い、2026年5月1日から予定利率が1.171%に上昇します。また、元本割れ期間

が約4年1カ月まで短縮される見込みです*1。

さらに、引受保険会社の運用成績によっては配当金の上乗せがあります。2024

年度は予定利率1.126%に加えて、0.16%の配当があり、最終実績は1.286%となり

ました*2。お申込期間は年2回のみ。ぜひこの機会にお申し込みください。

グループ生命保険

従業員退職年金

*1：年齢により保障金額の限度額が異なります。詳細はパンフレットをご覧ください。
*2：配当金は引受保険会社の前年度決算等により決定するため、配当金額は確定しておりません。

*1： 掛金から事務手数料が控除されるため、短期間で解約した場合は受取金額が払込掛金額を下回ります
(元本割れ)。

*2：配当金は引受保険会社の運用実績により決定するため、お支払いを約束するものではありません。

各共済制度の詳細はパンフレットをご確認ください。
資料請求・お申込希望の方は共済部(TEL:045-313-2111)までお電話
ください。右の二次元コードからメールでのお問合せも可能です。

会員限定共済制度のご案会員限定共済制度のご案内内
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神奈川県保険医協会

政策部長　磯崎　哲男（談話）

◆タミフルのスイッチOTC化パブコメに震撼

　医学的・臨床的に反対論が医療界より

　抗インフルエンザ治療薬タミフルを、市販薬（OTC：Over the Coun

terの略称）へと転用する「スイッチOTC化」に関し、今年1月7日まで

厚労省のパブリックコメント募集が行われた（開始25年12月9日）。

　「寝耳に水」のこの動きに対し、日本医師会、日本臨床内科医会、

日本小児科医会など、医療界からこぞって反対が表明されている。日

医は医学的・臨床的な問題点を全面展開している*1*2。

　医師の医学的判断を欠いた、病人の自己判断での使用は医療安全上

大きな問題がある。近く厚労省で関係の検討会開催となるが、タミフ

ルのスイッチOTC化に反対するとともに、検討会のフィルターを経ず

に、在野からスイッチOTC化の要望が出たものを自動的にパブコメ募

集し、その後に当該医薬品のOTC化の是非を検討するスキームの撤廃、

変更を強く求める。

＊1： 日本医師会「抗インフルエンザ薬のスイッチOTC化に関するパブリックコメン

トについて」https://www.med.or.jp/nichiionline/article/012542.html

＊2： m3.com「抗インフル薬のスイッチOTC化『健康に大きなリスク』、日医反対」

https://www.m3.com/news/iryoishin/1314970

◆ 臨床判断を欠く「スイッチOTC化」は重症化や腎機能への影響など

　危険性が高い

　インフルエンザは、発熱、咳のほか肺炎や脳症など重篤な合併症の

ありえる感染症である。妊婦や高齢者、小児や基礎疾患を有する患者

への抗インフルエンザ薬の使用可否や投与方法は、腎機能や肝機能へ

の影響やインフルエンザによる異常行動などを踏まえ、慎重な医学的

判断をされるべきものである。医師の臨床判断を省略する「スイッチ

OTC化」は、リスク評価を病人の自己判断に委ね、重症化や救急医療

逼迫を招き、感染症対策を脅かしかねない。臨床的医学的、公衆衛生

的に問題や危険が大きい。

◆ 「OTC化の可否」の判断の場から、「課題整理・解決策の検討」の

場へ「検討会」が変質

　臨床現場で治療に使用する医療用医薬品を市販薬へと「スイッチ

OTC化」する際、厚労省の検討会「医療用から要指導・一般用への転

用に関する評価検討会議」（以降、「転用検討会」）　の議論を経て薬事

審議会での可否となる。

　「転用検討会」は、当初は「OTC化の可否」を判断する場であったが、

2020年7月の規制改革実施計画を受け、スイッチOTC化へ向けた「課

題整理と解決策検討の場」へと性格が変更。検討会の目的は「医療用

医薬品から要指導・一般用医薬品への転用（スイッチ化）について、

欧米諸国での承認状況及び消費者・学会等からの要望等を定期的に把

握し、消費者等の多様な主体からの意見を幅広く収集」し「適切性・

必要性を検討」、「スイッチ化する上での課題点を整理」し、「その解

決策を検討する」である。

◆誰もが、いつでもスイッチOTC化の要望がだせ、非公表

　パブコメ募集はいつ実施となるかは不明

　候補成分のスイッチOTC化の要望は、随時、厚労省医薬局医薬品審

査管理課が受け付けており、所定の書式で誰もが出せる。企業からの

スイッチOTC化の承認申請と同列の扱いである。また、要望者、承認

申請者、いずれも非公表である。書式要件が整っていれば、自動的に

パブリックコメント募集となる。その結果は「転用検討会」で、学会・

医会・業界の意見等と併せ議論され、「取りまとめ」が薬事審議会に

提示され可否が判断される。

　「転用検討会」は年4回開催と要綱で規定されているが、開催は定例

化、定期化していない。候補成分のスイッチOTC化問題のパブリック

コメント募集も、定期化や定例化のサイクルにない。厚労省のホーム

ページを常にチェックしていないとこちらもいつ行われるかは知りよ

うがない。医薬局に照会しても、「転用検討会」の前には実施する、

と雲をつかむような回答である。

　しかも、パブコメ募集の表題は「候補成分のスイッチOTC化に関す

る御意見の募集について」であり、対象が何かは不明で、「意見募集

要項」を見て初めて判明するという不親切さである。今回、他に抗ウ

イルス薬のイナビルや気管支喘息のシムビコートもパブコメ対象とな

り臨床現場は驚き意見を出している。

◆「転用検討会」前のパブコメ募集へのスキーム変更は24年10月

　少ない意見、企業のお手盛り懸念

　2024年10月の「転用検討会」までは、この会議を経てのパブコメ実

施であったため、何の候補成分が近くパブコメ募集となるかは事前に

把握できた。しかし、この会議以降は、スキームが変更され、「転用

検討会」の前に、パブコメ募集と変更された。関係者以外には、「寝

耳に水」の仕組みとなっている。

　スキーム変更後の第一弾は眼科治療薬のジクアスであり、パブコメ

に寄せられた意見が26件と僅少であった。しかも多くは医薬品業界の

関係者を匂わすものとなっており、眼科学会等の反対があり、OTC化

は頓挫している。これまで、10成分のパブリックコメント募集が実施

されたが、殆ど意見は僅少である。タケキャブも少ないながらも賛否

は両論あった。

　「転用検討会」には「日本OTC医薬品協会」より業界見解が提示さ

れる。この協会は医療用医薬品の製造企業も加盟している。薬価が低

廉化し高値のスイッチOTCに活路を見出すお手盛り懸念はつく。

◆ タミフルのOTC化要望の理由は、根拠がなく論理としても失当して

いる

　既に触れたように、医療用医薬品のOTC化は要望者が所定の「候補

成分の成分情報等シート」を作成し、厚労省に提出すれば、パブコメ

を経て検討会での議論の俎上に上がる。シートの記入項目で独自記入

（ ）4

タミフルのスイッチ
ＯＴＣ化に反対

パブコメ・検討スキームの撤廃を求める

協会ホームページ内「会員ページ」を利用する際は、ユーザー名、パスワードが必要です。ご存知のない方は事務局までお問合せください（℡ 045-313-2111）。
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は「スイッチOTCとした際の効能・効果」、「OTCとしてのニーズ」の

箇所のみで、あとは医薬品の添付文書等を書き写せば完成する。「OTC

としてのニーズ」は、OTCを求める理由であり、タミフル（成分名オ

セルタミビル）の場合は「日本では必要もないのに医者が患者の求め

に応じてオセルタミビルを処方することが多すぎる。OTC化すること

で無駄な医療資源浪費を抑えることができる」となっている。

　しかしこれでは、①数量的、統計的なデータ、根拠が全く不明である。

②その上で、医師の処方姿勢が問題ならば、ガイドラインでの対応と

すべきであるが、なぜスイッチOTC化となるのか理屈が通らない。患

者の服用希望がある限り、OTCだろうが医療用だろうが、服薬総量は

変わらず、要望者の唱える医療資源浪費は抑えられない。③医療経済

的な理由を匂わせているが、医療保険での低廉な薬価を被保険者のワ

リカンで負担しているものが、OTC化となれば高価となり家計の過重

負担へと転化し不経済となる。④しかもそれにより医薬品の服薬治療

へのアクセスを阻害する。⑤先述のようにOTC化でのセルフメディケ

ーションでは医学的・臨床的に自己判断治療で危険であり、問題が大

きい。⑥医薬分業が徹底している欧米諸国ですらOTC化はされていな

い―と、この理由は失当している。

◆医療機関は必要もないタミフルの処方はしていない

　タミフルは1日2錠5日分経口投与が用法・用量として定められてい

る。厚労省のNDB（ナショナルデータベース）で2023年度のタミフル

の処方数は院内・院外・入院の合計で14,418,105カプセルであり、感

染患者は約144万人。2023年度の厚労省への患者発生報告数は約231万

人（定点観測5,000カ所）で、処方患者数はその6割程度と顕著に少ない。

ドライシロップの処方量を加えても殆ど変わらない。全医療機関11万

施設の患者総数は更に多い。つまり、「必要もないのに処方」など、

してはいない。

◆ 自己責任のセルフメディケーションは国民皆保険制度の日本にはそぐわない

　よって、このような「スイッチOTC化」要望を起点にパブコメ募集

をする方法は問題があり、少なくとも従前どおり検討会での協議を経

て実施するよう改めるべきである。さもなければ、近視眼的で門外漢

の要望が乱発されかねない。闇雲に数多くのスイッチOTC化への成分

候補の要望が出され、専門家のフィルターをかけないパブコメ募集で

は混乱の発生が懸念される。慎重な方法をとるべきである。

　WHO（世界保健機関）はセルフメディケーションを「自分自身の健

康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当すること」と定義し

ている。食事・十分な睡眠・休息、適度な運動や定期健診の受診の生

活管理、健康管理であり、疾病の自己診断治療では決してない。

　そもそも、この「転用検討会」の第1回（2016年4月13日）で、日本

臨床内科医会の委員から、セルフメディケーションという考え方は、

世界的にも認められているが、「気をつけなければいけないことは、

国により保険制度が違う」とし、「セルフメディケーション、言い方

を変えれば自己責任という概念は長い間、国民皆保険制度の立場をと

ってきたわが国の国民には、そぐわない」、「未曽有の超高齢化社会に

向かう中で、医療依存度の高い国民の理解を得るのはなかなか大変」

と、穏当な表現で根源的な指摘がなされている。そして、年3回開催

と要綱にあったものの、なぜか1年3カ月も開催されずストップした経

緯がある。われわれは、この会議の改廃も含め、スイッチOTC化促進

を強く牽制する。

2026年1月19日
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３
品
を
約
２
時
間
で
調
理

「
み
ん
な
の
料
理
教
室
」

「
み
ん
な
の
料
理
教
室
」

ク
リ
ス
マ
ス
の

ク
リ
ス
マ
ス
の

イ
タ
リ
ア
家
庭
料
理
を
学
ぶ

イ
タ
リ
ア
家
庭
料
理
を
学
ぶ

　文化部は12月6日に写真教室を

協会会議室で開催。会員など6名

が参加した。写真教室は、会員や

ご家族、会員医療機関で働く従業

員などを参加対象とし、自身の旅

行先や日常の街並みなど、撮影し

た作品を持ち寄って、講師の榊原俊寿氏（二科会写真部・プロ写

真家）に講評していただくスタイルで実施している。今回はプリ

ントやデジタルデータなど60枚ほどの作品が披露された。

　講評で榊原氏は主役をいかに目立たせるか、分かりやすく見

せるかについて強調。廃線跡のトンネルを写した作品では、暗

闇の中でレールを目立たせるため外

光を反射させるという発想を伝授。

レイアウトについても見せたい部分

に目を向かわせるために、邪魔にな

るものや、冗長な空などを大胆に削

っていくアドバイスがされ、参加者

はプロの技を真剣に聞き入った。

文化部 写真教室文化部 写真教室

主役目立たせるプロの技主役目立たせるプロの技

活動報告活動報告quick reports

当日の様子

の
研
究
は
、
産
業
革
命
期
の
タ

ー
ナ
ー
と
モ
ネ
の
絵
画
を
気
象

観
測
デ
ー
タ
と
し
て
読
み
解
く

ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で
、
心
血
管

系
疾
患
や
発
癌
に
影
響
を
与
え

る
大
気
汚
染
の
真
実
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

印
象
派
の
先
駆
的
存
在
ジ
ョ

ゼ
フ
・
マ
ロ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
タ
ー
ナ
ー
（
１
７
７
５

―
１
８
５
１
）
と
印
象
派
の
巨

匠
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
（
１
８
４

０
―
１
９
２
６
）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
で
活

動
し
、
光
と
色
彩
の
画
家
と
し

て
有
名
だ
。
だ
が
彼
ら
の
描
い

た
黄
昏
の
都
市
風
景
に
は
、
当

時
急
増
し
て
い
た
石
炭
燃
焼
由

来
の
ス
モ
ッ
グ
（
硫
酸
塩
や
す

す
）
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
。
研

究
者
た
ち
は
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ

リ
の
都
市
部
を
描
い
た
約
１
０

０
点
の
作
品
か
ら
「
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
弱
ま
り
」
、
「
輪
郭
の
ぼ

や
け
」
、
「
白
色
度
の
上
昇
」
と

い
っ
た
要
素
を
数
値
化
し
、
こ

れ
ら
の
変
化
が
当
時
の
気
象
デ

ー
タ
や
石
炭
使
用
量
と
一
致
す

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
大

気
の
濁
り
」
が
単
な
る
風
景
描

写
で
は
な
く
、
画
家
の
審
美
眼

や
技
術
の
変
化
と
も
呼
応
し
て

い
る
点
だ
。
タ
ー
ナ
ー
は
晩
年

に
な
る
ほ
ど
、
夏
目
漱
石
も
言

及
し
た
よ
う
に
抽
象
化
さ
れ
た

光
と
霧
の
世
界
へ
と
踏
み
込
ん

で
い
く
。
モ
ネ
も
ま
た
、
ロ
ン

ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
や
パ
リ
の
サ

ン
＝
ラ
ザ
ー
ル
駅
に
立
ち
こ
め

る
蒸
気
や
煙
を
、
あ
た
か
も
朧

げ
な
詩
の
よ
う
に
描
き
続
け

た
。
芸
術
的
な
革
新
と
思
わ
れ

た
そ
の
筆
致
は
、
実
の
と
こ
ろ
、

汚
染
さ
れ
た
大
気
を
透
か
し
て

見
た
現
実
の
記
録
で
も
あ
っ
た

の
だ
。

　

無
論
、
タ
ー
ナ
ー
や
モ
ネ
が

意
識
的
に
大
気
汚
染
を
描
い
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

芸
術
家
の
眼
差
し
は
、
と
き
に

科
学
を
超
え
て
時
代
の
真
実
を

写
し
取
る
。
産
業
革
命
に
よ
る

大
気
汚
染
は
、
測
定
器
だ
け
で

は
な
く
絵
筆
を
通
じ
て
も
記
録

さ
れ
て
い
た
。
人
は
環
境
の
変

化
に
順
応
し
、
そ
こ
に
美
を
見

出
そ
う
と
す
る
が
、
同
時
に
そ

の
美
し
さ
に
は
、
見
過
ご
さ
れ

た
危
機
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
留
学
し
た
漱
石
は

タ
ー
ナ
ー
の
絵
に
影
響
を
受
け

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
ロ
ン
ド

ン
の
空
を
覆
っ
た
煤
煙
の
ベ
ー

ル
が
あ
っ
た
。
芸
術
と
科
学
を

融
合
し
た
研
究
は
、
私
た
ち
の

眼
前
に
あ
る
霞
み
の
正
体
を
問

う
警
鐘
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
問
い
は
、
気
候
変
動
の
進
む

２１
世
紀
の
私
た
ち
に
、
ど
ん
な

光
景
が
未
来
に
残
さ
れ
る
か
を

考
え
さ
せ
る
。
絵
は
過
去
を
映

す
鏡
で
あ
る
と
同
時
に
、
未
来

を
照
ら
す
光
に
も
な
る
。

　

印
象
派
は
１
８
６
０
年
代
に

フ
ラ
ン
ス
で
始
ま
っ
た
。
産
業

革
命
に
よ
る
都
市
化
と
新
し
い

絵
具
技
術
の
発
展
、
そ
し
て
鉄

道
交
通
網
の
普
及
に
よ
り
、
画

家
た
ち
が
屋
外
制
作
を
行
い
や

す
く
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

っ
た
。
印
象
派
は
自
然
の
光
を

追
い
求
め
た
画
家
た
ち
の
運
動

と
さ
れ
る
が
、
彼
ら
が
見
た
光

そ
の
も
の
が
す
で
に
、
人
類
の

手
に
よ
っ
て
人
工
的
に
変
質
し

て
い
た
と
し
た
ら
─
─
。
近
年

　産業革命の煤煙を美しい夕景として

描いた二人の巨匠。 科学研究が明か

した、 名画に記録された環境汚染の真

実。 現代の気候変動問題と健康への

示唆を読み解く （毎月1回連載）。

ターナーとモネがターナーとモネが
描いた大気汚染描いた大気汚染

川崎市川崎区　谷本　哲也

クロード・モネ『サン＝ラザール駅』、
1877年、オルセー美術館（事務局撮影）

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第 1回～

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第 1回～

あ
り
、
子
ど
も
４
人
の
元
気
な

姿
も
見
ら
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
た
。

　

講
師
は
、
イ
タ
リ
ア
留
学
経

験
を
持
つ
オ
ペ
ラ
歌
手
で
料
理

研
究
家
の
細
見
涼
子
氏
が
務
め

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
「
マ
グ
ロ
の

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」
、
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
パ
ス
タ
」
、
「
豚
肉
を
詰

め
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
イ
ン
ボ
ル
テ

　

あ
る
日
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
料

理
教
室
の
お
誘
い
の
チ
ラ
シ
が

来
た
。
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

か
ら
だ
っ
た
。
深
く
考
え
ず
家

で
そ
の
話
を
し
た
ら
、
い
つ
の

ま
に
か
娘
と
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
中
学
生
の
娘
は
お
菓

子
や
ス
イ
ー
ツ
は
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
お
い
し
い
も
の
を
作

る
が
、
料
理
は
は
じ
め
て
で
、

私
も
同
様
で
あ
る
。

　

細
見
先
生
の
指
導
の
下
、
イ

　

文
化
部
は
１２
月
１３
日
、
横
浜

市
西
地
区
セ
ン
タ
ー
に
て
「
み

ん
な
の
料
理
教
室
」
を
開
催
。

定
員
い
っ
ぱ
い
の
１６
名
が
参
加

し
た
。
親
子
で
の
参
加
も
２
組

未
知
と
の
遭
遇

未
知
と
の
遭
遇

―
料
理
の
世
界

―
料
理
の
世
界

茅
ヶ
崎
市
　
安
久　

正
哲

参加記

親子で初参加

歯
科
歯
科 

３
月
随
時
改
定

３
月
随
時
改
定

鋳
造
用
金
パ
ラ
９
７
７
円
の
引
き
上
げ

鋳
造
用
金
パ
ラ
９
７
７
円
の
引
き
上
げ

３
千
８
０
２
円
／
ｇ

３
千
８
０
２
円
／
ｇ 

→
４
千
７
７
９
円
／
ｇ
に

→
４
千
７
７
９
円
／
ｇ
に

　

１
月
１６
日
に
中
医
協
総
会
が

開
催
さ
れ
、
３
月
１
日
付
で
の

歯
科
用
貴
金
属
価
格
随
時
改
定

が
承
認
さ
れ
た
。
歯
科
鋳
造
用

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
１２

％
以
上
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合
品
）
に
つ

い
て
は
２５
・
７
％
の
引
き
上
げ

で
、
具
体
的
に
は
３
千
８
０
２

円
／
ｇ
か
ら
４
千
７
７
９
円
／

ｇ
（
３０
ｇ
換
算
１１
万
４
千
６０
円

か
ら
１４
万
３
千
３
７
０
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
前
々
回
９
月
随
時
改
定
及
び

前
回
１２
月
随
時
改
定
も
引
き
上

げ
）
。
金
の
価
格
の
急
騰
に
よ

り
、
前
回
１２
月
の
随
時
改
定
で

２
０
２
２
年
７
月
随
時
改
定
時

の
３
千
７
１
５
円
／
ｇ
（
３０
ｇ

換
算
１１
万
１
千
４
５
０
円
）
を

も
上
回
る
告
示
価
格
と
な
っ
た

こ
と
を
昨
年
１１
月
５
日
号
の
保

険
医
新
聞
に
て
報
じ
て
い
る

が
、
今
回
は
前
回
を
さ
ら
に
大

い
て
は
昨
年
１０
月
～
１２
月
の
素

材
価
格
を
参
照
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

　

告
示
価
格
変
更
内
容
に
つ
い

て
は
、
左
表
を
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
な
お
、
今
回
随
時
改
定

に
伴
う
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

の
関
連
点
数
改
定
の
詳
細
は
今

後
掲
載
す
る
予
定
。

幅
に
上
回
る
告
示
価
格
が
示
さ

れ
て
い
る
。
歯
科
鋳
造
用
１４
カ

ラ
ッ
ト
金
合
金
と
銀
合
金
も
同

様
に
大
幅
に
「
引
き
上
げ
」
と

な
る
。
今
回
の
随
時
改
定
に
つ

名称
2025年12月
随時改定

告示価格（円/ｇ）

2026年3月
随時改定

告示価格（円/ｇ）

歯科鋳造用14カラット金合金
インレー用（JIS適合品） 13,287 15,991

歯科鋳造用14カラット金合金 
鉤用（JIS適合品） 11,978 14,682

歯科用14カラット金合金鉤用
線（金58.33％以上） 12,073 14,777

歯科用14カラット合金用
金ろう（JIS適合品） 12,062 14,766

歯科鋳造用金銀パラジウム合金
（金12％以上JIS適合品） 3,802 4,779

歯科用金銀パラジウム合金ろう
（金15％以上JIS適合品） 5,435 6,446

歯科鋳造用銀合金第1種
（銀60％以上インジウム5％未満JIS適合品）

207 262

歯科鋳造用銀合金第2種
（銀60％以上インジウム5％以上JIS適合品）

232 287

歯科用銀ろう（JIS適合品） 261 293

2026年3月1日の随時改定で告示価格が変更される品目

タ
リ
ア
の
家
庭
料
理
に
挑
戦
。

で
か
い
マ
グ
ロ
の
切
り
身
を
、

見
慣
れ
ぬ
香
辛
料
で
ま
ぶ
し
た

り
、
い
わ
れ
る
が
ま
ま
に
手
を

動
か
し
て
い
る
と
、
気
付
い
た

ら
眼
の
前
に
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出

て
く
る
よ
う
な
料
理
が
あ
っ

た
。
こ
ん
な
料
理
を
作
っ
て
し

ま
っ
た
自
分
に
感
心
し
つ
つ
、

ど
う
し
た
ら
お
い
し
く
な
る
か

工
夫
し
な
が
ら
一
心
不
乱
に
手

を
動
か
し
、
同
時
に
食
べ
る
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
料
理
は

最
高
の
趣
味
に
な
る
と
確
信
し

て
し
ま
っ
た
。

　

娘
は
自
分
を
差
し
置
い
て
一

人
前
に
大
人
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
し
て
い

て
、
家
と
は
一
味
ち
が
う
一
面

を
み
せ
て
い
た
。
い
い
こ
と
づ

く
め
の
料
理
教
室
、
新
た
な
世

界
が
拡
が
っ
た
。

参加者全員で記念撮影

ィ
ー
ニ
」
の
３
品
。
細
見
氏
は
、

１
品
ず
つ
作
る
と
時
間
が
か
か

る
た
め
、
３
品
を
同
時
進
行
で

作
る
手
順
を
指
導
。
参
加
者
は

４
班
に
分
か
れ
て
約
２
時
間
で

調
理
を
行
い
、
イ
タ
リ
ア
の
家

庭
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
味
を
楽

し
ん
だ
。
以
下
、
当
日
の
参
加

者
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
の

で
掲
載
す
る
。
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会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

2月19日(木)午後7時～ 2月15日(日)午前9時30分～

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
第
４３
回
研
究
会

　

日
常
診
療
で
遭
遇
す
る
こ
と
の
多
い
糖
尿
病
に
つ
い

て
、
基
本
的
理
解
か
ら
最
新
の
治
療
動
向
ま
で
を
概
説
す

る
と
と
も
に
、
歯
科
疾
患
と
の
関
連
が
深
い
内
分
泌
疾
患

に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。
さ
ら
に
、
掌
蹠
膿
疱
症
や
口
腔

扁
平
苔
癬
の
一
因
と
さ
れ
る
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
調
べ
る

パ
ッ
チ
テ
ス
ト
や
、
歯
周
病
の
重
症
化
予
防
に
寄
与
す
る

禁
煙
治
療
の
実
践
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。
本
講
演
が
、

全
身
疾
患
を
踏
ま
え
た
歯
科
診
療
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ

る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
歯
科
医
の
た
め
の

内
科
学
講
座

―
糖
尿
病
・
内
分
泌
疾
患
を

中
心
に
―
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

臨
床
科
学
系

　
　
　
　
医
科
学
講
座

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学

　
　
　
　
教
授

青
木　

一
孝
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

開
業
し
た
先
生
は
開
業
１
年
後
、
厚
生
局
が
実
施
す
る

行
政
指
導
「
新
規
個
別
指
導
」
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
対
象
カ
ル
テ
は
１０
件
、
そ
の
他
技
工
指
示
書

な
ど
多
く
の
関
係
文
書
等
も
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
指
導
結
果
は
「
概
ね
妥
当
」
、「
経
過
観
察
」
、「
再
指

導
」
で
、
「
再
指
導
」
に
な
る
と
新
規
個
別
指
導
を
受
け

て
か
ら
約
１
年
後
に
通
常
「
個
別
指
導
」
に
移
行
し
、
対

象
カ
ル
テ
は
３０
件
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
再
指
導
に
な

ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
開
場
は
９
時
で
す
。
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
）。

※
当
講
習
会
は
年
間
５
回
程
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

3月8日(日)午前10時～ 2月19日(木)午後7時30分～

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

当
会
の
「
新
規
指
定
医
講
習
会
」
は
年
６
回
程
度
開
催

し
、
新
規
開
業
さ
れ
た
先
生
方
を
対
象
に
、
①
協
会
紹
介

と
協
会
活
用
方
法
、
②
保
険
医
と
し
て
最
低
限
知
っ
て
お

く
べ
き
保
険
診
療
の
基
礎
ル
ー
ル
、
③
新
規
個
別
指
導
の

概
要
対
策
、
④
レ
セ
プ
ト
審
査
の
仕
組
み
と
留
意
点
―
等

を
解
説
い
た
し
ま
す
。
講
師
は
、
保
険
医
協
会
役
員
と
保

険
診
療
対
策
部
員
が
務
め
、
初
歩
的
な
こ
と
か
ら
懇
切
丁

寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
５
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月
（
４
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

第
６４１

回

月

例

研

究

会

　

片
頭
痛
の
評
価
と
、
そ
の
結
果
か
ら
治
療
戦
略
を
考
え

る
。
治
療
は
、
生
活
習
慣
の
修
正
と
非
薬
物
療
法
と
共
に

頓
挫
薬
と
予
防
薬
を
活
用
す
る
。
さ
ら
に
薬
剤
の
使
用
過

多
と
過
少
に
よ
る
頭
痛
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
も
解
説
い

た
だ
く
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
片
頭
痛
の
最
新
治
療

―
令
和
時
代
の
新
た
な
展
開
―
」

講
　
師  （
一
社
）熊
本
県
保
険
医
協
会

会
長

　
　
　
　
済
生
会
熊
本
病
院

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
特
別
顧
問

橋
本　

洋
一
郎
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
３０（
頭
痛
）」１
・
５
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

2月10日(火)午後7時30分～

地

域

医

療

学

習

会

　

医
療
や
介
護
の
費
用
負
担
で
お
悩
み
の
患
者
さ
ん
は
い

ま
せ
ん
か
。
何
か
使
え
る
制
度
が
な
い
か
知
り
た
い
…
、

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
…
。
そ
の
よ
う
な

方
の
た
め
に
、
保
険
医
協
会
で
は
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
協
会
の
協
力
の
も
と
、
毎
月
第
３
水
曜
日
に
、「
医

療
費
相
談
室
」
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
必
要
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉

の
専
門
家
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
あ
な
た
に
合

っ
た
制
度
を
分
か
り
や
す
く
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
費
用

負
担
の
悩
み
は
自
分
か
ら
は
言
い
出
し
に
く
い
も
の
。
相

談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
、
医
療
機
関
か
ら
発
信
し

ま
せ
ん
か
？
学
習
会
で
は
、
実
際
の
相
談
風
景
を
交
え
て
、

多
数
の
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「『
お
金
が
な
い
か
ら
…
』
と

治
療
を
あ
き
ら
め
て
い
る

患
者
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
？

―
医
療
費
相
談
室
を
上
手

に
使
お
う
―
」

講
　
師
　（
一
社
）神
奈
川
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会  

　
　
　
　
会
長

佐
野　

晴
美
氏

　
　
　
　（
一
社
）神
奈
川
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

　
　
　
　
監
事

疋
田　

勝
氏

ほ
か

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
※
一
部
変
更
の
可
能
性
あ
り

[

ケ
ー
ス
①]

高
額
な
検
査
費
用
へ
の
不
安
か
ら
受
診
中
断

[

ケ
ー
ス
②]

介
護
の
先
行
き
不
安
と
施
設
検
討

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

共
　
催
　（
一
社
）
神
奈
川
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
協
会
／
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
地
域
医
療
対
策
部

2月9日
～2月17日

２
月
９
日
（
月
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。
鎌
倉

支
部
研
究
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１０
日
（
火
）

地
域
医
療
学
習
会
１９
時
３０

分
。
学
術
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１１
日
（
水
・
祝
）

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
１３
時
。

２
月
１２
日
（
木
）

第
１２
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１３
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１５
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。

２
月
１６
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
政
策

部
会
１９
時
３０
分
。

２
月
１７
日
（
火
）

研
究
部
会
１９
時
３０
分
。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※《
重
要
》神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、日
医
生
涯
教
育
講
座（
Ｃ
Ｃ
）の
単
位

取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、①
性
別
、②
医
籍
登
録
番
号
、③（
医
師
会
会
員
の
場
合

は
）所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す（
２５
年
４
月
よ
り
変
更
）。未

入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。な

お
、会
場
参
加
の
場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

3月5日(木)午後7時～

歯

科

臨

床

研

究

会

　

「
下
顎
の
入
れ
歯
が
浮
く
、
動
く
」
、「
咬
む
と
痛
い
」
、

「
入
れ
て
い
ら
れ
な
い
」
。
患
者
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
訴
え
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
そ
ん
な
患
者
さ
ん
の
口
腔
内
を

見
て
、
ど
こ
が
顎
堤
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
平
ら
で
青
ざ

め
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん

に
対
し
、
ど
う
す
れ
ば
下
顎
総
義
歯
が
安
定
し
、
痛
く
な

く
噛
め
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
、
顎
堤
吸
収
に
左
右
さ
れ

な
い
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
を
中
心
に
、
チ

ェ
ア
サ
イ
ド
・
ラ
ボ
サ
イ
ド
双
方
の
視
点
か
ら
解
説
し
て

い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ど
う
や
っ
て
下
顎
総
義

歯
を
落
ち
着
か
せ
る
？

―
下
顎
総
義
歯
の
安
定
の
た

め
に
必
要
な
デ
ン
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
義
歯
の
理
論
と
実
際
―
」

講
　
師
　
つ
な
か
わ
歯
科
医
院
（
茨
城
県
笠
間
市
）

　
　
　
　

綱
川　

周
平
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

!?
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